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ADHD は 1960 年までは病因として脳の器質的損傷が存在するという仮説に基づいて，微細脳機能
障害，などの名称で記載され，児童期までに限られた障害として一般的に認知されていた（朝倉・松
本，2005）。しかし，樋口・齊藤（2014）は，“小児の ADHD の有病率は 8～12％と報告されている
が，小児期に ADHD 症状を呈する患者の 50％以上で成人期まで何らかの症状が継続することが示さ
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成人女性の ADHD に焦点をあてる理由として，第一に成人女性の ADHD の研究が少ないというこ
とがあげられる。先行研究を渉猟したが，これまでに筆者は女性に特化した先行研究を見つけること
ができなかった。 






















Ⅱ．方  法 
１．研究協力者 
 （１）予備調査 
2015 年 2 月に予備調査を行った。予備調査は都内大学院に通う女子大学院生 1 名に対し，授業の
空き時間を利用して実施した。予備調査の目的は，「整理整頓が苦手」傾向にある成人女性に対して，
その困り感を探る半構造化面接の質問項目を作成するためである。あらかじめ用意した項目にそって，
約 30 分のインタビューを実施した。 
予備調査の結果，整理整頓が苦手傾向にあることに特化した質問のみをすることでは，日常におけ
る困り感の広がりを得ることはできなかった。よって，調査対象者を「整理整頓が苦手傾向にある成



















調査は 2015 年 3～9 月に実施した。研究協力者の希望に沿って面接日時と場所，面接方法を設定し
た。その際，プライバシーが守られるように静かな個室であることを合意の上で，大学近郊の協力者
Info. 年　代 職　業 診断の有無 性別 最終学歴
Info.１ ４０代 自営業 有 女性 大学
Info.２ ３０代 自営業 有 女性 専門学校中退
Info.３ ３０代 公務員 有 女性 大学
Info.４ ４０代 パート 無 女性 大学
Info.５ ５０代 会社員 無 女性 大学
表１　研究協力者属性
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2 名は大学内の心理教育相談室で，遠方に在住の協力者 3 名はそれぞれの自宅で落ち着いて話すこと






























5 人の調査協力者の中から最もディテールが豊富な Info.1 から概念の生成を開始した。Info.1 が理
論的飽和化になった時点で次にディテールが豊富だと思う Info.2 のデータから概念抽出を行い、5 人
ADHD あるいはその疑いのある成人女性の生活上の困難とその背景にあるもの 
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全員のデータからの概念抽出を行った。 
このような作業を経て最終的に 26 個の概念が抽出された。さらにこれらの概念から 2 個のサブカ
テゴリー、4 個のカテゴリー、2 個のコアカテゴリーが抽出された。抽出された概念、カテゴリーか
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３．結果と考察 
分析の結果得られた 26 概念，2 サブカテゴリー，4 カテゴリー，2 コアカテゴリーについてそれぞ
れにプロセスの様相を詳述する。 

















3 人の協力者から 10 例のヴァリエーションが抽出された。 
②〈本人の困り感〉としては，「仕事がうまくいかなくて。すごく残業が多かったり組み立てがすご
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成立しにくいということである。 
この概念は 4 人の協力者から 7 例のヴァリエーションが抽出された。 
⑥〈相手の意図が読めない〉とは，「相手の気持ち，共感とか，そのどう思っている？っていうのが
取れない」ため「途中から主人に入ってもらう (Info.1)」というように他者の力を借りなければ仕事




このサブカテゴリーは，ADHD を持つ，あるいは疑いのある女性たちが ADHD 特性によって生じ
た困難を今日までどのように捉えてきたのかを説明しており，〈困難の理由はわからないままに原因を
自分に帰属する〉〈自分への期待と不信感〉〈幼少時の養育環境〉〈諦めきれない執着心にとらわれる〉
























































る要素を秘めていた。この概念は 5 人全員の協力者から 11 例のヴァリエーションが抽出された。 
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ることで徐々に他者や社会から見た自分像の理解が進んでいた。この概念は 4 人の協力者から 23 例
のヴァリエーションが抽出された。 
③〈二次障害〉は ADHD と診断を受けている 3 人の協力者から医師より診断を仰いだ二次障害と







者から 15 例のヴァリエーションが抽出された。 
⑤〈受診，気づきのきっかけ〉は，「なんかいっぱいいっぱいになってしまって，要はよく言われる
のはメモリー不足状態(Info.2)」「その頃，極端な話，２週間置きにやかん焦がしていたんで。(Info.2)」















中で理由のわからない対処不全感がある〉の 1 つの概念から構成される。 
以下に概念別に具体例を示し，説明する。 
ADHD あるいはその疑いのある成人女性の生活上の困難とその背景にあるもの 

































なっている〉〈好きなことに夢中で取り組む〉〈周囲のサポート〉の 4 つの概念から構成される。 
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われようと，1 分 2 分なんて惜しくないので、っていうところに拒否反応が無くなった (Info.3)」な








4 人の協力者から 9 例のヴァリエーションが抽出された。 
④〈周囲のサポート〉は，「家のことはもちろん母が全部してますし，で，私は手伝いすらもしてな
かった」など，特に幼少，学童期ではこのサポートがあるために本人は困るという経験をあまりしな
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・ ・ ・ ・ ・
なのである。わからないことがわかる
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を有効に生かせば，水を得た魚のように才能を開花させる可能性がある。この点で ADHD や AS など
の「発達アンバランス症候群」は，まさに「磨かれていない原石」と言える”と述べている。さらに
White＆Shah（2001）は，ADHD 特性をもつ学生は創造性に優れており，自分の興味のあることに
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